
「
明
治
二
十
三
年
、

第
一
回
衆
議
院
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

時
の
下
伊
那
選
挙
区
の

当
選
者
を
答
え
よ
」

そ
う
問
わ
れ
て
、
ど

れ
だ
け
の
人
が
正
解
で

き
る
だ
ろ
う
。
今
は
、

こ
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル

政
治
史
を
学
ぶ
機
会
が

少
な
い
。
答
え
は
伊
藤

大
八
で
あ
る
。

こ
の
名
を
聞
い
て
、

中
央
本
線
開
通
時
、
諏

訪
か
ら
塩
尻
に
ト
ン
ネ

ル
で
行
く
の
で
は
な
く
、

辰
野
経
由
を
誘
致
し
た

政
治
家
、
と
思
い
出
す

人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
。辰
野
経
由
で
、路
線

が
巻
い
た
形
に
な
っ
た

の
を「
大
八
回
り
」と
呼

び
、
そ
の
名
を
残
し

た
。そ
ん
な
こ
と
も
、岡

谷
塩
尻
間
の
ト
ン
ネ
ル

が
で
き
、
知
る
人
も
少

な
く
な
っ
た
と
思
う
。

こ
の
伊
藤
大
八
が
、

第
一
回
衆
議
院
選
挙
の

直
前
に
出
版
し
た
、『
道

徳
論

全
』
を
紹
介
し

た
い
。
学
校
で
道
徳
を

教
え
る
教
師
に
向
け
て

書
い
た
も
の
で
、実
際
、

飯
田
小
学
校
（
現
追
手

町
小
）
な
ど
、
伊
那
谷

の
各
校
に
寄
贈
さ
れ

た
。
選
挙
前
と
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
を
考
え
れ

ば
、
立
候
補
の
あ
い
さ

つ
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

伊
藤
大
八
は
、
第
一

回
総
選
挙
だ
け
で
な

く
、
計
五
回
の
当
選
を

果
た
し
て
い
る
。
ど
の

選
挙
も
激
戦
を
勝
ち
抜

き
、
選
挙
上
手
の
人
だ

っ
た
。
先
に
書
い
た

「
大
八
回
り
」
も
、
自

分
の
実
績
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
話
で
、
人
心
を
つ

か
む
の
に
長
け
た
人
だ

っ
た
。
こ
の『
道
徳
論
』

も
、
選
挙
で
上
手
に
使

っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。

同
本
は
、
現
在
の
新

書
版
の
大
き
さ
。
東
京

で
印
刷
製
本
さ
れ
、
二

百
�
も
あ
る
が
、
し
っ

か
り
し
た
造
り
の
本
で

あ
る
。
当
時
の
飯
田
は

ま
だ
、
江
戸
時
代
か
ら

の
和
綴
じ
本
が
主
流
。

下
伊
那
の
人
た
ち
に
と

っ
て
、
こ
の
白
い
表
紙

の
活
版
印
刷
本
は
斬
新

だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
表
紙
で
分
か

る
よ
う
に
、
大
八
の
師

匠
、
中
江
篤
介（
兆
民
）

が
校
閲
を
し
て
い
る
。

こ
こ
に
も
、
大
き
な
セ

ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
。

と
い
う
の
は
、
第
一

回
衆
議
院
選
挙
の
下
伊

那
選
挙
区
は
、
伊
藤
の

他
に
二
人
の
候
補
者
が

い
た
。
一
人
は
松
尾
千

振
。
幕
末
に
活
躍
し
た

松
尾
多
勢
子
の
孫
で
あ

る
。
も
う
一
人
は
、
皆

川
四
郎
。
皆
川
は
、
の

ち
に
渋
沢
栄
一
の
片
腕

と
し
て
財
界
で
活
躍
す

る
人
で
あ
る
（
ち
な
み

に
皆
川
の
妻
は
、
渋
沢

の
妻
の
妹
。
来
年
の
大

河
ド
ラ
マ
は
、
渋
沢
が

主
人
公
ら
し
い
が
、
皆

川
は
出
て
く
る
だ
ろ
う

か
？
）。

こ
の
選
挙
は
、
政
府

対
自
由
民
権
政
党
で
争

わ
れ
た
。
多
く
の
候
補

者
が
板
垣
退
助
の
自
由

党
の
公
認
で
出
馬
し
た

い
と
考
え
た
。
と
こ
ろ

が
自
由
党
の
公
認
は
、

す
で
に
皆
川
が
得
て
い

た
。
そ
こ
で
伊
藤
は
、

大
隈
重
信
の
改
進
党
系

会
派
の
公
認
で
立
候
補

を
し
た
。
し
か
し
、
こ

こ
に
中
江
兆
民
の
門
人

と
書
か
れ
た『
道
徳
論
』

が
配
ら
れ
る
。
中
江
兆

民
と
い
え
ば
、
自
由
党

の
論
客
。「
真
の
自
由
党

候
補
は
伊
藤
」、と
思
わ

せ
る
効
果
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
。

こ
こ
で
、
本
の
内
容

に
触
れ
て
お
く
。
同
書

は
二
篇
立
て
。
第
一
篇

は
論
理
道
徳
篇
。
主
に

個
人
の
在
り
方
を
説
い

て
い
る
。「
良
心
」
や

「
責
任
と
権
利
」
と
い

う
言
葉
が
出
て
く
る
。

第
二
篇
は
実
行
道
徳

篇
。
責
任
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
個
人
の
他
者
へ

の
対
し
方
を
説
い
て
い

る
。
そ
の
他
者
は
、
ま

ず
異
性
。
次
に
夫
婦
。

更
に
親
子
、
職
業
と
会

社
、
町
や
村
、そ
し
て
、

国
家
国
際
と
論
を
進
め

て
い
る
。
兆
民
の
説
く

フ
ラ
ン
ス
思
想
の
影
響

を
強
く
受
け
た
書
と
言

え
る
。
当
時
の
下
伊
那

の
知
識
人
を
刺
激
し
、

兆
民
門
人
、
伊
藤
大
八

を
印
象
付
け
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

選
挙
の
話
に
戻
る
。

伊
藤
は
、
こ
の
第
一
回

総
選
挙
を
勝
ち
抜
い

た
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に

改
進
党
系
会
派
か
ら
、

自
由
党
に
移
籍
し
た
。

中
江
門
人
と
し
て
筋
を

通
し
た
行
動
と
は
言
え

る
。
し
か
し
、
伊
藤
を

応
援
し
た
改
進
党
系
の

人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

驚
き
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
の
後
も
、
伊
藤

は
、
政
友
会
へ
移
籍
す

る
な
ど
、
政
界
の
風
を

つ
か
む
の
が
う
ま
か
っ

た
。
自
分
の
感
覚
で

は
、
道
徳
的
行
動
と
は

言
い
難
い
が
、
今
の
政

治
家
も
政
党
を
移
る
話

は
よ
く
あ
る
こ
と
。
政

治
道
徳
的
に
は
在
り
得

る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
伊
藤
の
行
動

と
、
こ
の
『
道
徳
論
』

を
重
ね
て
読
ん
で
み
て

も
面
白
い
。
初
期
の
下

伊
那
選
出
国
会
議
員
の

記
念
と
し
て
、
も
っ
と

読
ま
れ
て
も
よ
い
書
だ

ろ
う
。
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『道徳論 全』と第一回総選挙当選時の伊藤大八

�
�
�
�
�
�
��

�
�
	�



�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

竹

村

雄

次


